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ここに掲載した内容の

著 作 権 は 発 行 元 ・ 著 者 に

あり、

無 断 転 載 ・ 転 用 は 、 著 作

権 の 侵 害 と な る 為 、 固 く

【汚れとは何 】?
” 汚れ ” について 、普段から意識されている方は少ないと

思いますが 、汚れと言いま して も多種多様でして 、それらを
良 く知 ってお く と 、お洗濯にも結構役立ちます 。

今回は ”汚れ ” を テーマに したいと思います 。

《人体からの汚れ》
衣類の汚れの大半は、人から分泌も し くは排泄された汚れ

です 。主に汗 ・皮脂 ・垢 ・血液などが上げられます 。
★汗

汗は 、無色透明で臭いもあり ません 。 しか し 、それがバイ菌に
より 、 アンモニア化合物などに変化して 、黄ばみの原因に
なった り 、色柄物を色あせ ・変色させた り 、繊維を痛めた りも
します 。

★皮 脂
皮脂は、皮膚の皮脂腺から分泌され 、皮膚の表面をまるで

スキンク リームのよ うに保護する大切な物です 。
しか し 、衣類の頑固な汚れの原因の一つでもあり ます 。
皮脂汚れを何日も放ってお く と 、汗 と一緒に酸化して 、

黄ばみ汚れになります 。 この様な汚れは 、洗剤などでは落ちず 、
漂白剤で化学的に分解しなければなりません 。

★垢
人の皮膚は 、いつも生まれ変わってお り 、皮膚の角質は

新陳代謝により剥がれて死んでいきます 。
これ とホ コ リ などが混ざり 、そ して皮脂が接着剤のように

衣類に く っついて 、黒ずんだ頑固な汚れとな ります 。
したがって 、襟首や袖口などの黒ずんだ汚れは油汚れです 。
油汚れを落とすには 、食器洗い用の洗剤を 、歯ブ ラシなどで

直接ブラシ掛けし 、それからお洗濯して下 さい 。
★血

血液の厄介なと ころは 、間違って扱う と非常に取れに く く
なる こ とです 。 これは血液がタンパク質で出来ているためです 。
基本的には、水で洗い流すこ と 、 しか し 、衣類には水洗い

出来ない物も多 く 、 それ らは家庭では処理されないこ とを
オスス メ します 。

《食べ物の汚れ》
★主成分と して タンパク質 ・脂分のもの

マ ヨネーズ ・ ソース し ょ う油 ・煮物汁 ・卵 ・バ ターなど
食器洗い洗剤に 、少量のアルコールとアンモニア水を加えて 、
歯ブ ラシなどでたたき出す 。

★天然や人工の色素など
ジュース ・ コー ヒー ・ コ コ ア ・果汁

つけてすぐなら流水で洗い流す 。それが無理でも 、出来るだけ
早 く中性洗剤でもみ洗いする 。温水を使っても良い 。

★色素にタンニンを含むもの
コーラー ・ お茶

中性洗剤でもみ洗いし 、 １度濯ぎお酢叉はレモン汁をつける 。
２ ． ３度繰 り返 して 、最後に漂白する 。

★タ ンパク質 ・脂分に色素が混合した もの
カ レー ・ ト マ ト などを使ったシチュー

洗い方は、 タ ンニン系と同 じ

《生活の汚れ》
生活用品による汚れと言っても 、その範囲は可成り広 くて 、

こ こだけでは紹介しきれませんので 、大き く ３ つに分けて説明
いたします 。

★水溶性の汚れ
水溶性と言えども 、す ぐに洗い落とすコ トが大切で 、時間が

経つと酸化した り化学変化を起こ して落ちな く な り ます 。
また 、 よ く間違われるのですが 、水性のペンなどは水溶性で

はあ りません 。あれはイン クの溶剤が水溶性で 、 イン ク自体は
水では落ちません 。

★油溶性の汚れ
ボールペンやマジッ ク インキ 、また多 くの化粧品 、機械油な

どこれらは水には溶けません 。 また食料品の油と違い 、 も っ と
つよい油なので 、洗剤でも溶けに くいです 。
これ らを落 とすには 、有機溶剤が必要とな ります 。

★固体の汚れ
固体と言っても 、ホ コ リのよ うに細かいものです 。泥や砂 ・

金属粉 ・煤煙 ・繊維のち りなど 、 これ らは空気中を漂い繊維に
付きます 。 ブ ラ シ で落ちますが 、繊維の内部に入る と取れに く く な り 、
衣類の表面が黒ずみ 、頑固な汚れにな ります 。


